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GIGA スクール構想を推進するための
環境整備のすすめ

はじめに─ GIGA スクール構想実現の背景

　2019 年 12月に文部科学省から示された教育の情

報化に関する手引では，2020年度から順次施行され

る新学習指導要領にあわせて学校における ICT環境

の整備指針が示された 1）．具体的には，児童生徒向

けの 1人 1台端末と，高速大容量の通信ネットワー

クを一体的に整備するための予算が盛り込まれてお

り，Society	5.0 時代を生き抜くために，コンピュー

タは文房具のような位置付けの道具であり，日常で

の活用が期待されていることを意味する．

　このような中，ハードウェア整備は普通教室環境

下においての利用を前提としておりインターネット

回線そのものの問題や接続方法といった課題が挙げ

られ，機器更新を含めた多くの環境整備が必要と

なってくる．

　2019 年 12月に閣議決定された『安心と成長の未

来を拓く総合経済対策』において，「学校における高

速大容量ネットワーク環境（校内LAN）の整備を推

進するとともに，特に，義務教育段階において，令

和 5年度までに，全学年の児童生徒一人ひとりがそ

れぞれ端末を持ち，十分に活用できる環境の実現を

目指すこととし，事業を実施する地方公共団体に対

し，国として継続的に財源を確保し，必要な支援を

講ずることとする．あわせて，教育人材や教育内容

といったソフト面でも対応を行う」ことが示された．

　このことを踏まえ，GIGAスクール構想の実現

のためにGIGAスクール実現推進本部が設置され，

ICT環境利活用の後押しをすることとなった．

　本稿では，GIGAスクール構想実現のための環境

整備について，実現に至るまでの背景や環境整備に

おける留意点について，筆者が所属する大学法人附

属学校の実例を交えて述べる．

GIGA スクール構想と新型コロナウイルス感染症

　GIGAスクール構想は，文部科学省から示された資

料によると，「1人1台端末と，高速大容量の通信ネッ

トワークを一体的に整備することで，特別な支援を

必要とする子供を含め，多用な子供たちを誰１人取

り残すことなく，公正に個別最適化され，資質・能

力が一層確実に育成できる教育 ICT環境を実現する」，

「これまでの我が国の教育実践と最先端の ICTのベス

トミックスを図ることにより，教師・児童生徒の力

を最大限に引き出す」と記されており，『これまでの教

育実践の蓄積』に『ICT』の要素をかけ合わせることに

より，学習活動の一層の充実や，主体的・対話的で

深い学びの視点からの授業改善の実現をねらいとし

ている．

　当初，このGIGAスクール構想を実現するために，

2018 〜 2022 年度の 5カ年計画を策定しており，端

末等の導入についても年次進行による導入を予定し

ていた．しかし，2020年 2月末頃から日本国内にお

いても流行の兆しを見せた新型コロナウイルス感染

症拡大の影響もあり，多くの学校が一斉臨時休校の

措置を講ずることとなった．一斉休校期間中に公立
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ICT環境の実態がGIGAスクール構想によって大き

く変化したことが伺える．表 -2に 2020 年度までの

直近3年間の公表結果（抜粋）を示す．

　GIGAスクール構想で掲げられていた，教育用コ

ンピュータ 1台あたりの児童生徒数，教育用コン

ピュータ台数，そして普通教室の無線LAN整備率

のいずれもが，2019 年度までの数値と 2020 年度の

数値を比べた際に値が大幅に上昇しており，環境整

備が進んでいることが分かる．

教育情報セキュリティポリシーガイドライン
の GIGA スクール構想への対応

　ここからは，ICT環境整備に伴うルール整備につ

いて，情報セキュリティの観点から述べる．

　文部科学省では，「教育情報セキュリティポリシー

に関するガイドライン」	☆ 1		5）を策定し，地方公共

団体が設置する学校を対象とした情報セキュリティ

ポリシーの策定や見直しを行う際の参考となるよう，

学校における情報セキュリティポリシーの考え方や

内容を示している．同ガイドラインも，GIGAスクー

ル構想によって 1人 1台端末整備や高速大容量の校

内通信ネットワーク整備がおおむね整うなど，急速

な学校 ICT環境整備の推進を踏まえ，1人 1台端

末を活用するために必要なセキュリティ対策やクラ

ウドサービスの活用を前提としたネットワーク構成

等の課題に対応するため，同ガイドラインの改訂を

行った旨が述べられている．

　これまでに示されていた同ガイドラインでは，
☆1　2021年 5月版が最新．初出は2016年 10月に公表されたもの．

の小学校・中学校・高等学校・特別支援学校において，

「同時双方向型のオンライン指導を通じた家庭学習」

を実施できた学校は 5%に過ぎず，「教育委員会が独

自に作成した授業動画を活用した家庭学習」を実施

できた学校も 10%に満たなかった 2）．このような緊

急時においても，1人 1台端末環境・学校外でも接

続可能な環境の実現といった，GIGAスクールスクー

ル構想におけるハード・ソフト・人材を一体とした

整備を加速することで，ICTの活用によりすべての

子供たちの学びを保障できる環境の構築が急務・大

幅な前倒しとなった．

　結果，文部科学省の令和2年度（2020年度）第 3次

補正予算により，表 -1に示す内容が拡充されること

となった．

　2020年 3月には，「GIGAスクール自治体ピッチ」

と称して各ベンダから 1人 1台端末整備事業にお

ける補助対象で構成される基本パッケージおよび先

進自治体での実績があるネットワークやアプリケー

ション等も含めた応用的なパッケージについて提案

型のプレゼンテーションが行われた．これにより各

自治体が提案内容を参考に，共同調達の実施も視野

に入れた検討を実施可能となるようにした 3）．

環境整備の実際

　文部科学省が毎年実施している「学校における教

育の情報化の実態等に関する調査結果」4）によると，

2019年度（令和元年度）までの調査結果および2020年

度（令和2年度）の調査結果から，教育現場における

児童生徒の端末整備支援

学校ネットワーク環境の全校整備
GIGAスクールサポーターの配置
緊急時における家庭でのオンライン学習環境の整備

表 -1　GIGA スクール構想の加速による学びの保障（拡充項目）

	 2018年度
（平成30年度）

2019年度
（令和元年度）

2020年度
（令和2年度）

教育用コンピュータ 1台当たりの児童生

徒数（人／台）
5.4 4.9 1.4

教育用コンピュータ台数（千台） 2,168 2,361 8,344
普通教室の無線LAN整備率（%） 41.0 48.9 78.9
インターネット接続率（30Mbps以上；	%） 70.3 79.2 88.8

表 -2　学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果（概要）

※文部科学省：学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果（概要）から抜粋，
筆者一部改変

出典： 文部科学省：GIGA スクール構想の加速による学びの保障追補版
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「ネットワーク分離」が前提にあり，インターネット

環境を教育現場で利用するために情報漏えい等の情

報セキュリティインシデントが発生しないよう，構

築するネットワーク環境にはさまざまな制限を設け

ることを主眼としていた．しかし，直近の改訂で

はこの「ネットワーク分離」を必須とせず，直接イン

ターネットへ接続するローカルブレイクアウト構成

およびクラウドサービス☆2の利活用（クラウド・バ

イ・デフォルト）を前提とし，認証によるアクセス制

御を前提として目指すべき構成を明確化している．

「1 人 1 台端末整備」の解釈─クラウドサービ
ス活用を前提とした 1 人 1ID 環境

　先に述べたガイドラインでは，1人 1台端末およ

びクラウドサービス活用を前提として児童生徒一人

ひとりに対して個別の IDを付与し，児童生徒の学

びを蓄積することで，教員やAIによるフィードバッ

クが行われ，個別最適化された学びの提供への期待

が記されている．字面だけでは「1人 1台端末」とい

う言葉が先行してしまいがちであるが，利用する学

習用ツールやクラウドサービスにおける ID等に対

しても情報セキュリティ対策を当然講じる必要があ

るため，同ガイドラインでは「1人 1IDにおけるセ
☆2		ここでいう「クラウドサービス」にはパブリッククラウドを含んでおり，
学習系および校務系システムの双方を対象にすることが示されている．
すなわち，教員や児童生徒が必要なときに必要な分だけ，特定のハー
ドウェアに依存せずに主体認証によってアクセスを厳格に管理しつつ，
対象者が自由にアクセスできる ICTサービスのことを指す．

キュリティ対策」についての記述も充実するように

なった．

　この児童生徒一人ひとりに付与された個別の ID

は，単純にGIGA端末を利用するためだけの IDと

いう立ち位置でもあると同時に，メールアドレス形

式であるがゆえ，活用方法によっては他組織の構成

員とコミュニケーションを取ることができる「メー

ルアドレス」にもなり得る．見方によってはグローバ

ルに通用するインターネット上のアイデンティティ

と捉えることもできる．そして，IDそのものがクラ

ウドサービス活用のために必要な利用者の識別要素

であり，OS・端末を問わずに同一に IDで利用可能

にもなり得る☆3（図 -1）．

　また，実際の学習活動を行っていく上で，学校や

学級といった単位でのコミュニティの運用をどのよ

うに行っていくのかを定めておく必要がある．たと

えば，実際の教室空間で日常をともにするクラスの

集団は，インターネット空間でのコミュニケーショ

ンを意識しない場合には，その学校や教室といった

物理的に同一な空間でのみコミュニケーションを取

ることが可能である．言い換えれば，その場所に赴

けばクラスメートや先生に会える空間であると解釈

できる．

　この 1人 1ID 環境の整備により，学校外でのオ

☆3		実際にOS・端末を問わずに IDが利用可能かどうかは構築環境に依存
する．

図 -1　1 人 1ID 付与によって実現可能なクラウドサービスの活用の例
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ネットワーク構成
　大阪教育大学では，2019年に「教育情報セキュリ

ティポリシーに関するガイドライン」が文部科学省

から公表された後，一部の附属小学校において先行

して学習系ネットワークと校務系ネットワークの

ネットワーク分離を実施してきた 6）．GIGAスクー

ル構想がより具体化した 2020 年度においては，附

属学校が設置されている全地区に対して，学習系

ネットワーク，校務外部系ネットワーク，校務系

ネットワークおよび管理系ネットワークにそれぞれ

分離を行い，それぞれの用途にあわせて利用できる

ようにした．クラウド・バイ・デフォルトの考え方

に基づき，ネットワーク分離を必要としない認証に

よるアクセス制限を前提とした構成を最終的な目標

としているが，これまでの資産運用の急激な変化は

後の利用者対応のコストのこともあり，既存のロー

カルブレイクアウト構成を活かしつつ，ネットワー

ク分離による運用を行っている．

　特徴的な構成としては，学習系ネットワークに接

続するための無線LAN	SSID☆4を全地区で統一の名

称・認証方法とし，児童生徒が他地区でGIGA端末

☆4　SSID	:	Service	Set	Identifier	;	無線LANアクセスポイントが発信す
る電波名

ンライン学習の可能性も視野に入れ，たとえ物理的

に同一空間に存在しなかったとしても，付与された

IDを活用して教室空間と同じメンバによる仮想教

室空間をチャットツールやSNS，Web 会議システ

ムを介して構築することが容易となった．実際，ク

ラウドサービスの IDが付与されたことにより教室

空間でクラスメートと実際に会話をしながら，クラ

ウドサービスの併用といった，教室にいながらにし

て仮想空間上においても作品を協働編集する様子や

チャットツールによる意見交換を確認することがで

きるようになっている．

　そのため，図 -2に示すような，学校・教室といっ

た実空間とチャットツール・Web 会議システムと

いった，インターネットを活用した仮想空間を同一

メンバでそれぞれ共有し，それぞれの空間で実現可

能なことを意識しておく必要がある．

GIGA 環境構築の一例─所属先の附属学校を例に

　ここでは，筆者が所属する大阪教育大学の附属学

校において実施したGIGAスクール構想の対応につ

いて述べる．

図 -2　同一コミュニティによる実空間と仮想空間の併存
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を利用したとしてもそのまま利用可能な構成を取っ

ている．また，大学で運用している全学無線LAN	

SSIDや国際学術無線LANローミング基盤である

eduroamも全地区の附属学校園で利用可能としてい

る．そのため，児童生徒にとどまらず大学構成員

や eduroamに加入している構成員であればインター

ネットへの接続環境が担保される．

		教職員・児童生徒への統一サブドメイン IDの
付与

　大阪教育大学では，大学として保有している高等

教育機関ドメインとは別に初等中等教育機関ドメイ

ンを保有しており，附属学校におけるWebサイト等

の運用では後者のドメインを従来から利用している．

GIGA環境の整備に伴い，クラウドサービスへのロ

グイン IDを可能にするために後者のドメインから

附属学校で統一の専用サブドメインを作成した．こ

れにより，各附属学校間の教職員や児童生徒らによ

るクラウドサービスを用いた遠隔交流を容易にする

環境を整えることができた．なお，ユーザ名の付与

方法についても児童生徒で付与時に一意な文字列に

設定されるように設計し，年次更新や進学等を見据

えた設計に加え，将来構想として保護者への ID付

与の検討も視野に入れた設計としている．

　ただし，統一の専用サブドメインの導入以前に，

各地区・学校独自のドメイン運用が行われている個

所も残るため，当分は移行期となる．早期に統一の

専用サブドメインへの移行が完了し，統一ドメイン

の有効性を見出したい．

おわりに
─環境整備の先にある学校における ICT 活用

　本稿では，GIGAスクール構想実現のための環境

整備について，実施背景や環境整備における留意点

について，実施例を交えて報告を行った．本報告で

は環境整備への言及にとどまっているが，この整備

の終着点は整備された端末や ID，ネットワーク・ク

ラウドサービスを活用して教師・児童生徒の力を最

大限に引き出し，子供たちの資質・能力を一層確実

に育成できる教育環境の実現のためのGIGAスクー

ル構想の実現である．そのためには整備された環境

を日頃から積極的に活用し，ICTの活用が特別では

なく日常に転換していくことが求められる．授業を

はじめとする学校現場での ICT活用に向けて，その

土台となっているネットワーク環境や情報セキュリ

ティにも注視しながら，その環境が最大限に活用さ

れることを望む．
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